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　私があったらいいと思う ICT は、未来の自分と話せるテレビ電話の機械です。なぜなら、未来
の自分はどうしているのか見てみたいので、未来の自分と話せるテレビ電話がほしいと思いました。
　もしも、未来の自分と話せるテレビ電話があったら、まず最初に 10年後にかけて、次に 20年
後の自分にかけたいです。
　10年後の自分は、20歳なので成人になっています。成人式をどういうかっこうで出ているの
かを聞きたいです。ほかにも、どういう家に住んでいるのとかも気になります。
　次に 20年後の自分は……。もうけっこんをしているのかなぁとか、どんな仕事についているの
かなぁとか気になります。今、私は小学校でバレーチームに所属して、練習や試合にがんばってい
ます。なので特にバレーの選手になっているかを聞きたいと思います。
　もし、未来の自分が、「○○になりたい！」というゆめをもっていれば、私はそのゆめに一歩で
も近づこうと努力することもできると思いますし、また、未来の自分がそのゆめをかなえていると
したら、
　　「そのゆめをもっともっとがんばってね」
と、未来の自分におうえんすることもできると思います。
　そんな人を勇気づけることができるようなテレビ電話を ICTで作れるといいと思います。
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コメント：�私は未来の自分と話せるテレビ電話がほしいと思います。なぜなら、未来の自分と話してみたかっ
たからです。未来の自分ががんばっていたらおうえんすることができますし、また今ゆめにむかっ
てやっていることがあるならそれをおうえんしてあげたいと思います。私はそういうことを思っ
て未来の自分と話せるテレビ電話がほしいと思いました。
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